
分離技術シリーズ 31

ガス分離膜プロセスの基礎と応用

原 谷 賢 治・伊 藤 直 次

分 離 技 術 会



｢分離技術シリーズ｣ の継続刊行に当たって

研究開発とは，新しい原理や現象を発見することばかりではなく，原理・現

象は既知であっても新しい方法を案出するとか，あるいは新しい組み合わせを

創案することによって，新しい技術，商品，品質，機能，用途，方法等々を創

出することである．

本会は主に化学品の製造に関わる分離技術を包括的に扱う専門の学会である

が，研究者・技術者を糾合して正に関連分野の研究・開発の進展を目指し，急

激な変化に対応しようと心がけている．

すでに何冊か刊行された本シリーズのなかには，本会会誌 ｢分離技術｣ 誌に

掲載された論文によっているものもある．しかし，論文に記載された技術を取

捨選択し，それらの組み合わせを考えて執筆されたものであるから，上述の視

点から成書としての価値は高いといえるであろう．

さて，最近あらたな構想のもとに，本委員会よりいろいろな分野の権威者に

執筆を依頼し，本シリーズに書き下ろしの著作物が加えられることになったの

は誠に慶賀に堪えない次第である．分離技術の益々の発展に寄与することは勿

論，読者諸兄姉に研鑽のお役に立つものと信じている．

分離技術シリーズ出版委員会

委員長 白 石   浩



は し が き

最初の市販ガス分離膜が登場して以来約 35 年が経過し，膜を用いたガス分

離法(水素分離，CO2 分離，窒素分離，水蒸気分離など)は少しずつ普及を拡大

してきている．加えて近年，温暖化対策や水素エネルギー社会の実現に貢献す

る技術としても期待が高まっており，産学官あげて研究開発が盛んになってい

る．その結果，新たな研究者や技術者の輪も広がりつつあることは，この分野

で研究活動を続けてきた著者らにとってはたいへん喜ばしいことである．

一方で，膜によるガス分離法は歴史が浅いため体系だった書物が少なく，特

に初めてガス分離膜について学ぶあるいは取り組もうという学生や研究開発者

にとって拠り所となる入門書が必要であると感じてきた．今回，分離技術会か

ら執筆の機会をいただき，是非とも実現したいと考えたことは初歩から応用ま

での解説書であった．

第一部では，ガス分離膜の作製からプロセス設計までの一連の作業を行うこ

とを想定し，基礎的事項と応用に関して実験法や計算法を解説した．設計法な

ど数式の扱いについては習得の助けとなるように例題をもうけた．第二部では，

化学反応が有する課題を膜の導入によって解決できる可能性があるという立場

から，分離機能を有するだけでなく厳しい使用条件でも耐えることのできる無

機複合膜の必要性，それらを反応器に組み込むことによって反応分離同時操作

が可能になるメンブレンリアクター(膜反応器)の基本設計と操作方法，さらに

は得られる平衡移動効果などについて具体例を挙げて説明した．

執筆にあたり，重要な事項を漏らさず分かりやすくを心掛けたつもりである．

拙著がガス分離膜および応用技術の研究開発や実用の促進に少しでも役に立て

れば幸いである．

2015 年 5 月

原 谷 賢 治

伊 藤 直 次
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